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「世代 間の教育 と自己形 成」

田 井 康 雄*

ErziehungandSelbstbildungzwischenGenerationen

YasuoTat

1.は じめ に

自己形成 という概念は,そ の語が示すように,あ くまでも人間形成の個人的 レベルでの

問題 としてとり扱われることが多い.し かしながら,自 己形成が社会の中で様々の共同生

活を行 う人間の成長 ・発達の過程において行われるとい う事実か ら明らかなように,自 己

形成の真の意義は,個 としての存在である人間の自己形成とい うとらえ方か らだけでは充

分に明らかにならない と考えられる.つ ま り,人 間の成長 ・発達は,個 人のもつ先天的素

質とその人間をとりまく様々の生活環境や社会組織からの影響の中で,有 機的に行われて

い くのである.し たがって,個 人の自己形成 も個人の問題としてだけでは,現 実にあり}

ず,必 ず他の人々への影響を与える形でその自己形成がなされてい くのである.そ こで,

自己形成は人間関係においてとらえることが必要になってくるのである.

本論文においては,以 上の点をふまえて,人 間の成長 ・発達を自発性(Spontaneitat)と

受容性(Rezeptivitat)の 相対的相互関係でとらえるとともに,教 育を世代間のはたらきか

けとしているシュライエルマ ッハー(FriedrichErnstDanielSchleiermacher,1768-1834)

の思想に基づいて考察をすすめることにする.す なわち,年 少世代(j伽gereGeneration)

にある子供達が年長世代(altereGeneration)の つくつた社会環境や年長世代の人々からの

影響を受けながら成長 ・発達を遂げて,し だいに新な世代を形成していく過程において,

それぞれの世代に属する人々の自己形成がいかに行われ,ま た,い かなる意義をもつかを

明らかにしたいと思 う.つ まり,社 会構造を世代間の関係でとらえ,そ の中での教育的は

たらきかけをそれぞれの世代における者の自己形成の構造か ら解明す ることによって,人

間社会において教育が必然的に随伴し,そ のような人間社会においてのみ,人 間が人間形

成を行い うることを明らかにしたいと思 う.

2.世 代 間の 教 育

教 育 の原 形 は,親 と子 の 間 に お け る 自然 の 養 育 で あ る こ とは,カ ソ ト(ImmanuelKant,

1724-1804)の 「人 間 は教 育 に よ って の み 人 間 に な り うる1).」 とい う言 葉 が 明 確 に示 して

い る.人 間 は そ の成 長 の基 本 に お い て,愛 情 に 満 ち た 養 育 とい う形 で の教 育 が 必 要 で あ り,

そ れ な しに は,こ の成 長 段 階 に お け る人 間 は 生 命 の 維 持 す ら不 可 能 で あ る.つ ま り,人 間

に とっ て の教 育 の必 要 性 は,絶 対 的 な もの で あ り,そ れ な しに 人 間 は 生 存 す る こ とす らで
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きないのである.

このような教育の原形である養育は親と子の間で,典 型的に見 られるのであるが,親 と

子の関係はまた世代関係でもあ り,そ の意味において,教 育は世代間の関係で最も自然に

現われると考えられ る.世 代概念は様hの 社会現象の変化の契起や社会構造を分析する場

合に有効な比較概念である.教 育学においては,世 代概念は文化伝達 とい う視点から分析

されることが多い2).し かし,親 子関係はそれ よりもさらに基本的な意味における世代関

係であるといえる.つ まり,文 化伝達の基本形態は親子の教育関係のうちに見られるので

あ り,し かも,親 子関係における教育は,初 期の養育から,意 識的 自己形成に基づく自発

的学習に到 るまでのあらゆる形態の教育に影響を与}る ものである.

以上の意味において,親 子関係が教育関係の典型であり,か つまた,世 代関係の原形で

もある.そ れゆえ,世 代関係は純粋に教育関係である3).親 の属 す る年長 世代(altere

Generation)が,既 存の社会制度 ・秩序 ・慣習を維持 しているのは,年 長世代に属する人

々が何 らかの共通性 ・同一性をもっているからであり,そ の背景には共通の価値観が存在

しているからである.そ して,そ のような価値観のもとに,自 らの子供やその子供が属す

る年少世代(j伽gereGeneration)を 同化 しようとするのである.こ れは,シ ュライエル

マッハーによると,教 育のはたらきの うちの現状維持(Erhaltung)と い う性格のあらわれ

である.そ れによって,文 化伝達とい う教育的機能も可能になるのである.

しかしながら,世 代間の教育は一方的に年長世代が年少世代に対 してはたらきかけられ

るとい うような単純なものではありえない ことは 自明である.現 実の社会生活において,

影響を与}る 側と与えられる側は決 して0方 的な関係ではなく,互 いに影響を与}あ う関

係で相対的に一方が他方より多 く与i{..るにすぎないのである.つ まり,人 間は有機 的存在

であ り,自 己形成を行いなが ら日常生活を続けているのであって,互 いに意図的に教育し

ようとしてはたらきかけるとい うよりは,無 意識のうちに行っている行為に影響されるこ

との方がむしろ多いのである.

この ように考えると,年 少世代の影響を年長世代が無意識の間に受け入れることもあ り

うるのである.教 育における現状改革(Verbesserung)は 意図的教育の主体である年長世

代が年少世代から無意識のうちに影響を受けること),rY`一一よって,は じめて可能になるのであ

る.そ れゆえ,シ ュライエルマッハーも次のように説明するのである.「 教育は現状維持

と現状改革の両方ができるだけ調和するように,す なわち,若 者が現状に入って有効に活

動できるように,し か しまた,そ こにあらわれ る改革に力いっぱい入っていけるように,

整えられるべきである4).」と.

つまり,世 代間の教育 とい うのは,年 長世代が0方 的に年少世代を教育するとい う意味

ではなく,互 いに影響を与えあうのであるが,年 長世代にいる者は年少世代にいる者に比

べて,自 立性(Selbstandigkeit)が 養われていて,他 からの影響を受けるよりも他に影響を

与}る 可能性が多いのに対 し,年 少世代にいる老は他からの影響を受け入れやすいのであ

って,そ の結果,巨 視的にみて,年 長世代が年少世代を教育しているように見えるのであ

る.

このことは,自 己形成の視点か らも明らかである.自 立性が自己形成によつて養われて

くると,自 分なりの確固たる価値観をもつ ようにな り,そ れにつれて他からの影響を選択

するようになる.そ れに対 して,年 少世代にいる者は自らの価値観を形成する過程であっ

て,む しろ,他 か らの影響を受け入れ ようとする受容性の慣熟はさかんなのである.と い

うのは,こ の時期の自発性は受容性 とともに著 しく慣熟 されるからである.つ まり,年 少
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世 代 に 属 す る者 は 自己 形 成 が 著 し く行 わ れ るの で あ り,他 か らの影 響 を 受 け や す い と と も

に 自 ら積 極 的 に 変 化 して い こ うとす る傾 向 を も っ てい る の で あ る.

しか しな が ら,以 上 の こ とは逆 に考 え て み れ ぽ,年 少 世 代 の者 は,自 らの確 固 た る価 値

観 を もつ に い た っ て い な い と もい え るの で あ る.し た が っ て,そ の確 固た る価 値 観 を もつ

年 長 世 代 を何 らか の意 味 に お い て 目標 に す るの で あ る.

そ の結 果,年 少世 代 は年 長 世 代 に 対 して,自 然 に 尊 敬 の 念 を もち,教 育的 関係 の基 礎 が

出来 て くる の で あ る.

さ ら に,年 長 世 代 と年 少 世 代 の 関 係 を 明 らか に す る基 準 が,も う一 つ 考 え られ る.そ れ

を示 す た め に,シ ュラ イ エ ル マ ッハ ーの 言 葉 を 少 し引 用 す る こ とに す る.

シ ュ ラ イ エ ル マ ッハ ー に よる と,「 子 供 は 未 来 の た め に では な く,現 在 の 中 で完 全 に生

活 して い る5)」 の で あ り,そ れ に対 して,「 あ らゆ る教 育 的 は た らきか け は,0定 の瞬 間

を 未 来 の瞬 間 のた め に犠 牲 にす る もの と して 現 わ れ て くる6)」 の で あ る.つ ま り,「 教 育

的 は た ら きか け の本 質 は,未 来 に 向 け られ て い る7)」 の であ っ て,そ こか ら考 え る と,現

在 の 瞬 間 の 中だ け で活 動 して い る子 供 に,未 来 へ の 志 向 性 を もた せ る こ とが 教 育 的 はた ら

きか け の 意 義 な の で あ る.そ れ ゆ},シ ュ ライ エ ル マ ヅハ ーは,「 子 供 の生 活 の 中 で,未

来 へ の 顧 慮 を しな い で,た だ 瞬 間 の満 足 に と どま る もの を 広 い 意 味 で遊 戯(Spiel)と わ れ

わ れ は 呼 ん でい る.そ れ に対 して,未 来 に 関 係 して い る仕 事 を学 習(Ubung)と 呼 ぶ8).」

と して,子 供 の 遊 戯 を 教 育 的 は た ら きか け を 通 じて 学 習 へ と変 化 させ てい くこ とを主 張 す

る.

以 上 の こ とは,視 点 を や や 変}て み る と,現 在 志 向 性 を もつ 年 少 世 代 に 教 育 的 は た らき

か け を 通 じて,未 来 志 向 性 を もた せ る こ とが世 代 間 の 教 育 の 目的 で あ り,そ れ が 充 分 に行

わ れ るた め に は,年 長世 代 に い る者 が 「現 在 の満 足 に と ど ま る」 よ うな 生 活 を してい な い

こ とが 前 提 に な らな け れ ば な らな い.

つ ま り,年 長世 代 が 年 長世 代 と して の 役 割 を 充 分 に 果 す こ とYよ って,は じめ て,年 少

世 代 も年 長世 代 を 自 らの 目標 と し うる の で あ る.そ こに,世 代 間 の 教 育 が 成 り立 つ 基 本 条

件 が 整 うの で あ る.

こ こで,年 長世 代 が 未 来 志 向 性 を もち,そ れ に 対 して,年 少世 代 が 現 在 志 向性 を もつ 構

造 に っ い て 考 察 した い.

年 少 世 代,と りわ け,子 供 達 に と っ て未 来 に つ い て の 意 識 は な い とい うのが,第 一 の原

因 と考 え られ る.子 供 に と って,現 在 の 瞬 間 を充 分 に 楽 しむ こ とは 最 も 自然 の こ とで あ り,

そ の あ らわ れ が遊 戯 な の で あ る.フ レーベ ル(FriedrichWilhelmAugustFr6be1,1782-

1852)も,「 遊 戯 は,幼 児 の発 達(Kindesentwicklung)つ ま り,こ の時 期 の人 間 の発 達 の 最

高 の段 階 で あ る.と い うの は,そ れ は 内 面 の 自 由 な表 現(freitatigeDarstellung)で あ り,

内 面 そ の もの の 必 要 性(Notwendigkeit)と 欲 求(Bedurfnis)で あ るか ら,… …9)」 と し,

さ らに,「 遊 戯 は この段 階 に お け る人 間 の 最 も純 粋 な 精 神 的 所 産(dasreinstegeistigste

Erzeugnis)で あ る10).」 と し,遊 戯 の 積 極 的 意 義 を認 め て い る.フ レーベ ル に よ る と,未

来 の こ とに 左右 され ず,幼 年 期 に 自然 に あ らわ れ て くる純 粋 な 自己 活 動 が 遊 戯 で あ り,そ

の遊 戯 は熱 心 に 行 わ れ ね ぽ な らな い.し た が っ て,フ レ・一一一ベ ル は,「 … … この 時 期 の 遊 戯

(Spiel)は 戯 れ(Spielerei)で は ない の で あ る11).」 と し,真 剣 に 現 在 の瞬 間 を 自己 の 内 か

らあ らわ れ る欲 求 と して の 自己 活 動 で満 足 させ る遊 戯 を高 く評 価 す るの で あ る.ま た,フ

レーベ ル が 「この 年 齢 の 遊 戯 は 未 来 の全 生 活 の 葉 芽(Herzblatt)で あ る12).」 とす るの も,

この 時 期 の子 ど もに とっ て の現 在 の瞬 間 を充 分 に 満 足 す る こ とに よっ て,そ の葉 芽 が そ の
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子供の未来に大き く伸長することを示しているからと考えられる.そ れゆえに,「 父や母

や家族や兄弟姉妹や市民社会(biirgerlicheGesellschaft)や 人類や,さ らに,自 然や神に対

す る未来の関係は,子 供の固有の生まれつきの素質(eigentumlicheandnaturlicheAnlage

desKindes)に よって,特 にこの年齢の子供の生活様式にかかっている13)」のである.

子供の自然の形で行われる生活(す なわち,子 供にとっての現在の瞬間を充分に満足す

る自己活動である遊戯が自由に行}る ような生活)が,そ の子供の後の生活(す なわち,

年長世代 としての自立性をそなx.た 未来に対する計画性をもった生活)を 可能にするので

あ り,子 供自身が具体的に未来の計画をもつのではない.子 供が未来の計画をもつのは他

の大人(特 に,両 親や目上の身近な人h)に よって,与 えられた計画を受け入れているに

すぎず,そ れは子供の自然の発達を妨げるものになると考えられる.一 般に 「子供には無

限の未来があ り,子 供は未来に生きる存在である」といわれるが,こ のような子供のとら

え方は根本的に誤っている.こ れは,大 人が自分の希望や願いを子供のものとして錯覚 し

ているにす ぎないのであ り,む しろ,子 供が未来の具体的な計画を もっていることは異常

であ り,不 自然であると考えられる.

子供は,自 らの現実生活を充分に満足させるような自己活動 としての遊戯を自由に行う

うちに,自 然にその活動に計画性が生じて くるのである.つ まり,計 画性は親が与えるも

のではな く,自 らの自由な自己活動の うちに生 じてくるものであ り,自 己発展してくるも

のなのである.シ ュライエルマッハーが 「学習は,初 めは遊戯についてあらわれてくるに

す ぎないが,児 童(Z6gling)の 中に学習に対する感覚が発達して,学 習をそれ自体で喜ぶ

ようなるにつれて,両 者(学 習と遊戯)は,し だいに分離 してくる14).」 とするように,

子供にとって本来は学習と遊戯とい う区別はないのであ り,い ずれ も,子 供の自然な自己

活動のあらわれである.た だ,子 供がその自己活動に 自ら積極的に計画性を与えているか

どうかによって,学 習と遊戯の区別が生 じるのである.

つまり,学 習と遊戯の区別は,大 人が子供の活動を大人の価値観にしたがって判断を行

っている結果にすぎないのであ り,い ずれに しても,学 習も遊戯 も子供の自主的自己活動

であるとい}る.そ して,自 主的自己活動に未来志向性が著 しくなって くるのが年長世代

であ り,そ うなるまでの現在志向性が主なる性質 としてあらわれるのが年少世代なのであ

る.

すなわち,年 少世代と年長世代はあ くまで相対的な区別であ り,し かも,世 代間の教育

とい う視点からみるかぎり,そ れは年齢に よる区別ではないと考えられる.し たがって,

世代間の教育が,一 方的に年長世代の年少世代へのはた らきかけとはいえないのである.

現実社会における年少世代と年長世代は互いに混 りあって日常生活を行っているのであ り,

教育的影響はそのような 日常生活を共にするうちに与えられ るからである.し たがって,

その影響の与えあいは,ま さに,個 人の自己形成のあり方によっているのであ り,そ の意

味では,世 代間の教育とは自己形成の行われ方の相違(す なわち,自 己形成を構成する自

発性と受容性の慣熟の程度)に よるとい}る のである.そ れゆ},各 世代がそれな りの機

能を果たす社会においては,教 育は必然的に うまく行われ,教 育的問題は生 じないと考}

られる.

教育問題が社会問題として論 じられる場合の原因は世代間の関係にある.

まず第一に考}ら れる場合は,年 長世代 と年少世代の相違があまりにも著しく,世 代間

の断絶とい う現象が生 じる場合である.こ れは主に,時 代の変化の著しい時(大 きな戦争

の後や革命などが起きた時)に よく見られる現象である.具 体的には,そ れぞれの世代に
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いる者が自らの世代にある独 自の価値観をもち,自 らの価値観を絶対的なものとみなし,

互いに反発 しあう現象である.し かしながら,こ のような現象は年少世代にいる者が社会

生活を続け,し だいに現存の社会機構に入るにつれて,比 較的自然な形で消失 してしまう

のが普通である.ま た,文 化の発達や,先 に検討した世代間の教育は,あ る程度の世代間

における価値観の相違によって,よ り順調に行われると考}ら れる.と い うのは,世 代間

に価値観の相違が全 くないとするなら,現 状改革や進歩はあ り}な いからである.

第二の問題点は,年 少世代と年長世代の区別が全く存在しない場合に生 じる矛盾である.

つまり,年 少世代にいる者も年長世代にいる者 もともに,自 らの世代意識をもたないで,

特に,当 然年長世代にいるべき者がいつまでも現在志向性 とい う基本的性格から脱却でき

ず,そ れゆx..に,ま た,年 少世代にいる者も,年 長世代を尊敬す ることもできないために,

世代間の関係そのものが根底からくずれて しまった状態である.ま さに,現 代社会におけ

る教育の荒廃は,こ の第二の場合にあたると考}ら れる.す なわち,現 代社会における教

育の荒廃は過去のいかなる歴史にもみられなかった特異なものであ り,そ れは世代関係の

断絶ではなく,世 代意識の喪失に起因するのである.具 体的には,年 長世代にいる者が大

人 としての意識をもたず,現 在志向性をはばかることなく,hの 活動を しているところ

に根本的原因があるようである15).

年長世代が自らの本来的特質である未来志向性をもたずに現在志向性をもつことは,年

長世代が年少世代と質的に異なるところがなく,年 長世代に属するあらゆる事がらを年少

世代にいる者が自らの 目指すべき目標にすることができないのである.す なわち,年 少世

代にいる者が自己形成の目標として年長世代を とらえることが不可能になるのである.本

来,「 年少世代にとってそれ(自 己形成の 目標)は 年長世代であ り,そ れまでの歴史であ

る16).」 しかるに,年 長世代が年少世代の自己形成の目標 として,何 の役割も演 じないと

するなら,少 なくとも,世 代間の教育は成 り立たなくなると考えられ る.

では,現 代の年長世代がなぜ現在志向性をもちつづけるようになったのであろ うか.

その第一の原因は,未 来の不確実性に対する不安であると考}ら れる.す なわち 「未来

のために現在を犠牲にす る」 ことが,現 実的有効性をもつか どうか とい う不安である.

現代社会は常に 「核の危機」にさらされているのであ り,大 人であっても現在の瞬間を

充分に楽 しむことの方が優先されざるをえないと考}る 人が多いのである.

第二の原因は,マ ス ・コミの影響である.

現代のマス ・コミは,そ の主なる方向性が刹那的な娯楽に大きく傾いていて,こ れが第

一の原因と結びつき,年 長世代が現在志向性をもつとい う状況があらわれているのである.

年少世代が現在志向性をもつのは未来志向性の葉芽をその中に含むとい う意味において,

それ自体は当然のことであり,特 に異常な問題ではないとい}る.

それに対し,年 長世代がいかなる理由に しろ,現 在志向性からぬけ出せずにいるとい う

ことはそれ自体異常な状況であ り,そ れゆえ年少世代に対する正常なる教育的影響を与}

ることができない状況を生み出しているのである.こ のような状態にある年長世代が,親

として,教 師として,年 少世代を教育しようとしても,そ こには,教 育的関係における根

本的矛盾を含むことになってしまい,様 々の教育的問題(例 えば,家 庭内暴力や校内暴力

など)の 解決策は見つからないのである.

道徳教育で問題にされる 「現代(社 会)に おける価値観の混乱 とその道徳的不健全17)」

なども,教 育的関係の基本としての世代関係がこわれてきていることに起因すると考えら

れる.
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以上のように,世 代間の関係の如何によって,教 育のあり方が決まってしま うのであ り,

その世代間の関係は,各 世代の中心にいる人々の自己形成のあ り方によると考えられる.

そこで,次 に,各 世代における自己形成の構造 について考察を続けることにする.

3.自 己形成の構造18)

自己形成の構造そのものは,自 発性(Spontaneitat)と 受容性(Rezeptivitat)に よって導

かれる行為が慣熟す ること(Fertigkeit)を 通 じて,意 志行為(Willensakt)が あらわれ,そ

れぞれ個々の意志行為が連続性をもつ心的態度(Gesinnung)を 形成 していく過程である

と考えられる.し たがって,そ の過程には当然意識的 自己形成 と無意識的自己形成の二重

構造が考}ら れる.つ まり,人 間が自己を形成の対象 として意識 し,自 己形成を行 うよう

になる前の時期においても無意識の うちに他か らの影響を選択 し,自 己生成とい うような

意味での無意識的自己形成が行われるし,ま た,意 識的に自己形成を行っている場合(す

なわち,自 己を形成の対象 として認識 し,し かも何 らかの目標に向って形成しようとする

場合)で も,無 意識のうちに,環 境か ら影響を受けるとい う意味においても,自 己形成は

二重構造を とるといえるのである.

本章においては,以 上の自己形成の基本的構造を踏ま}て,そ れぞれの世代に属する者

の自己形成の特徴をおさえながら,そ の自己形成のあらわれとしての世代間の教育につい

て考察することにする.

A.年 少世代の自己形成

年少世代の特徴については,第 二章で明らかにした ように,ま ず第一には,現 在志向性

をもっていることがあげられる.第 二には,年 少世代に属する者の自己形成にとって,年

長世代の影響(教 育的はたらきかけを含めて)が かなり大きな比重をもってあらわれて く

ることが考}ら れる.

第一の点について,考 察をは じめることにする.

年少世代に属する者の自己形成の特徴の一つは,自 己意識の不確実さであ り,こ れは,

シュライエルマヅハ・一一一の言葉によると,「 意志が,ま だ,連 続するもの(Kontinuum)に

なっていない19)」時期にあたる.も ちろん,そ うはいっても,年 少世代の最初から最後ま

で,ま った く,意 志が 「連続するもの」になっていないとい う意味ではな く,シ ュライエ

ルマヅハーは次のように意志のあらわれる段階によって三つの時期にわけている.「 意志

が,ま だ,あ らわれていない時期がある.そ して,意 志が発達しつつある第二の時期があ

る.そ して,意 志が一〇つの連続するものとなる第三の時期がある20).」 と.シ ュライエル

マッハーがこの ように意志の発達段階をわけた時期全体が年少世代における人々の自己形

成の過程と考えることが可能である.

つまり,人 間が未来志向性を もつためには少なくとも,未 来に対する計画性をもつとい

うような前提が必要であり,さ らに,そ のためには,自 らの意志が過去からのつなが りの

中で,現 在の自己を とらえることが必要になってくる.し たがって,年 少世代に属する者

の自己形成は年少世代を年長世代たらしめる条件を養 うものとい うこともできるのである.

また,「 意志が,ま だ,あ らわれていない時期」における自己形成は完全に無意識の う

ちに行われる自己形成 といえる.無 意識的自己形成は,ま わ りの環境と生命体との間の影

響の授受であり,そ れは感覚 ・運動的なレベルでの自発性と受容性の慣熟によって行われ

る.そ れゆ},そ こに未来志向性が入ってくる余地はな く,年 少世代の特徴的性質である

現在志向性の素地が養われるのである.
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そして,意 志が しだいにあらわれてきて,意 識的自己形成が行われるようになっても,

はじめは,無 意識的 自己形成の方がもっぱら行われているのである.そ れゆ},意 識的 自

己形成 も無意識的自己形成の傾向にひっばられて,現 状における環境を中心に した ものに

なりがちなのである.つ まり,現 在志向性は,そ のような自己形成の構造からあらわれて

くると考えられるのである.

このような過程を通 じて,意 志が0つ の連続するものにな り,一 つの心的態度が一〇定の

方向性をもってあらわれてくると,し だいに,現 状の環境だけを考えるのではな く,未 来

との関係における自己活動が可能になってくる.こ れが第二章で問題にした遊戯から学習

への移行である.つ まり,「 遊戯が充分に行われることによって学習が可能になる.」 と

い う考え方は,自 己形成につながる自己活動 としての遊戯の発展形式を示しているのであ

り,学 習が遊戯と同様に自己活動から生 じなければならないとす る考え方は,フ レーベル

だけでなく,児 童中心主義教育思想の基本的理念であると考}ら れる.

以上,年 少世代における現在志向性を自己形成の構造から明らかにしたが,次 に,年 少

世代に属するものの自己形成に対する年長世代の影響について考察をすすめることにする.

年少世代が 自己形成を行 う場は,年 長世代の人hに よってつ くられた社会 ・生活環境の

中であり,年 長世代 とさらに,そ れ以前の人 々がつ くりあげてきた文化環境の中である.

この点において,年 少世代は意識的に も,無 意識的にも年長世代の影響を受けない ことは

不可能である.

シュライエルマッハーは,む しろ,年 長世代の年少世代への影響の大切さを次のように

説明している.「 年長世代の年少世代への影響(Einwirkung)が なければ,あ らゆるその

後に続 く世代は先の世代のはるか後にとり残される(zuruckbleiben)だ けでな く,あ らゆ

る世代は最初から始めねばならないし,以 前にすでになされてしまったことをや りなおさ

なけれぽならなくなるだろ う21).」すなわち,年 少世代は年長世代に とり囲まれて,自 己

形成を行っているがゆえに,必 然的に年長世代の影響を受けるのであり,そ れを通 じて,

文化の伝達がなされるのである.そ れは,世 代間の正常な関係であるといえる.年 長世代

からの影響を受容性を通 じて受け入れつつ,自 発性による自己活動の結果,各 人に独 自性

が生成するがゆえに,年 長世代か ら伝}ら れた文化内容を発展させつつ次の世代へ と伝え

てい くことが,正 常な世代関係であるとい}る.

つまり,社 会構造からみて,年 少世代は現実の状況の影響を受けるとい う意味において,

その自己形成は年長世代の教育的はたらきかけを受け入れるような形で行われるが,そ の

ような自己形成は年少世代に属する者が,次 の新な文化や社会を構成する年長世代になる

とい う必然性からみると,年 少世代は未来のための存在であるといえる.し かしながら,

あくまでも,年 少世代に属する個々人の意識は現在志向性を もつ とい}る のである.

B.年 長世代の自己形成

シ ュ ライ エル マ ッハ ・一一に よ る と,「 人 間 の 生 活 は 常 に,各 個 人 の 内か ら あ らわ れ て くる

生 命 活 動(dievoninnenausgehendeLebenstatigkeit)と,各 人 に 対 す る他 人 の 影 響 とい

う二 つ の 要 素 か ら構 成 され てい る(zusammengestzt)22)」 の で あ る.そ れ ゆ え,「 年 長 世 代

の 年 少 世 代 に 対 す る教 育 的 は た ら きか け は いつ 終 る の か23).」 とい う問 に 対 す る答 も,「 そ

の は た ら きか け は 生 命 と同 時 に 終 るだ ろ う24).」 といわ ざ る を え な い と シ ュ ライ エ ル マ ヅ

ハ ・一一は説 明 して い る.た だ,彼 は そ れ で は あ ま りに も曖 昧 な考}方 に な る と して,教 育 作

用 の終 る時 期 を 「人 間が 成 年 に な る(mUndigwerden)時 」 と し,次 の よ うに説 明 す る.
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「すなわち,年 少世代が自立的な方法で倫理的な任務(sittlficheAufgabe)の 遂行に協力し

て(mitwirkend)年 長世代と同じ立場に立つ時に,教 育的影響は終る25).」 と.

この教育の終期についてのシュライエルマッハー一の考え方は,世 代間の関係で教育をと

られる場合に必然的にあらわれて くる矛盾であると考えられる.す なわち,教 育を他者教

育としてとらえる場合,教 育者と被教育者の関係の中に教育的はた らきかけが生 じるので

あ り,世 代間の関係における教育とい う視点そのものがそのような教育者 と被教育者を年

長世代と年少世代におきかえ,そ の間に教育的はたらきかけをみようとするものである.

それゆえに,年 少世代が年長世代と同等になれば教育が終ると考えざるをえないのであ

る.

しかし,世 代間の教育を自己形成のあらわれととる視点からすれば,個 人における教育

は 「生命 と同時に終 る」 とい うことになる.つ まり,自 己形成は年長世代になっても行わ

れ続けるのであって,そ の意味において,教 育は人間が生きている限 り続 くのである.

このように考えた場合の年長世代の自己形成について考察を続けることにする.

年長世代に属する者の自己形成は,自 立性が伴 うものであ り,計 画性をもった意識的自

己形成が主たるものとしてあらわれ る.年 長世代の特徴としての未来志向性は基本的には

このよ うな自己形成の構造から生 じると考}ら れる.す なわち,年 長世代にいる者は未来

のために現在を犠牲にす ることが可能な存在である.と い うのは,自 らの過去から現在に

いたる自己形成をふ り返ることによって,未 来への方向性をもつことが可能になり,そ の

結果自己活動に も計画性が伴 うか らである.

しか しながら,年 長世代になると,自 らの生活環境そのものが自らの世代によって構成

されたものであるがゆ}に,生 活環境そのものに矛盾を感 じえず,あ るいは,矛 盾を感 じ

ても逃避する場合がある.こ のような点をみて,「 一般に大人は保守的であ り,現 在志向

的である.」 といわれるのである.し か し,こ れはあくまで表面的な評価にすぎないと考

えられる.と い うのは,生 活環境に矛盾を感 じえないのは,そ の生活環境の状況に合致 し

た形で,そ の人の自己形成が行われ続けているからであ り,逃 避する場合は,宗 教26)を求

めた りユー トピア思想27)をもつようになるか らである.

しか しながら,宗 教もユー トピア思想 も,単 なる現実社会からの逃避ではな く,現 実社

会の矛盾に対する鋭い批判から生 じるものであり,そ の点において,自 己形成から導かれ

るし,ま た,自 己形成を導きうるものでもあると考}ら れる.

すなわち,年 長世代の自己形成の 目標を中間的段階的なものか ら,窮 極的な目的へと導

くとい う意味において,宗 教やユー トピア思想はかな り大きな意義をもつと考えられる.

年長世代にとって,自 己形成の目標は窮極的には現実を越}た ところにあらわれるのは

当然のことである.な ぜなら,人 間はあくまで有限の存在であ り,そ の有限性のゆえに,

宗教やユー トピア思想があらわれるから.

年長世代に属する者は年少世代に比べて,価 値観が確立 していて,他 からの影響は受け

入れに くいのであ り,逆 に,自 らの確固たる価値観に したがって,他 に(主 に,年 少世代

に),は たらきかけようとするのである.つ まり,年 長世代の自己形成における自発性は

年少世代に対するはたらきかけや,現 実の生活環境の改革に向け られ るのであ り,受 容性

については,「 自らが自らの有限性を敬皮な心的態度で自己直観する28)」とい う形で,無

限のものを受け入れようとするのである.そ れゆえに,年 長世代は年少世代に,は たらき

かけるとともに,自 らは現状の様々の矛盾を克服 して,未 来のために活動す るのである.

つまり,年 長世代の自己形成の構造そのものの中に,年 少世代への教育的はた らきかけと,



田井:「 世代 間の教育 と自己形成」 127

未来志向性の根源が存在 しているのである.

以上のように,年 少世代に属する者の自己形成からも,年 長世代に属する者の自己形成

からも,い ずれも,そ れぞれの世代間における影響の授受作用を起こす要素や構造をとら

えることができた.

そこで,次 に,教 育と自己形成の関係について,考 察を加}る ことにする.

4.教 育と自己形成の関係

世代間の教育について考察した時,明 らかになったように,教 育的はたらきかけは各世

代に属する者の自己形成のあらわれであ り,そ の教育的はた らきかけを受け入れるのも自

己形成の構造における受容性を通 じてであった.

また,逆 に,「 教育的はた らきかけは,自 己形成がよりよく行われ るようにする29)」こ

とを 目指さねばならないことも明らかである.

すなわち,世 代間の教育は各世代の自己形成のあらわれであり,し かも,意 図的な教育

的はた らきかけは被教育者の自己形成をよりよく行われることを 目指すのである.つ ま り,

各世代の自己形成のあらわれ としての教育は人間関係において,必 然的にあらわれる無意

図的教育が主たるものであり,それに対 して,被 教育者の自己形成のための教育 というのは,

教育者の意図的教育によって進め られることがその中心をなすと理解することができる.

このような連関か ら考えると,教 育をとらえる場合に,意 図的教育と無意図的教育を切

り離 して論 じることは,非 現実的な教育のとら}方 になってしまうことが明らかになって

くる.

例えば,教 師が生徒を意図的に教育 している場合でも,そ の過程において,教 師自身が

生徒の感受性に富んだ自己活動か ら影響を受け,自 らの自己形成の方向性が意識的であれ,

無意識的であれ,変 化することは充分ありうることである.ま た,逆 に,教 師は自らの意

識的自己形成を行 うために,何 らかの目標を 目指 して自己活動していたとしても,そ の教

師の熱心な自己活動に生徒が感銘を受け,自 らの自己形成の方向性を変}る こともありう

る.こ のような意味において,教 師は常に教育者ではあり}ず,ま た,生 徒は常に被教育

者ではありえないのである.

このことは,双 方(教 師と生徒)の 自己形成の構造が,相 対的相互関係のあらわれとし

ての自発性 と受容性の慣熟によっていることか らくると考えられ る.つ ま り,「 あらゆる

行為は,二 つの要素 『内的要素と外的要素』か ら成 り立っている30)」のであって,絶 対的

な自発性だけか ら成る行為もなければ,絶 対的な受容性だけか ら成る行為 もないのである.

それゆ}に,世 代間の関係にみ られ る教育も,年 長世代が一方的に年少世代に影響を与

えるとい うことではなく,相 互に影響を与えあいなが ら,行 われるのである.た だ,第 三

章でみたように,年 長世代の自己形成の方が,そ の価値観や自立性が確実なものになって

いて,自 ら影響を受けるよりも,む しろ,与 えやすい構造をとることは否定できない こと

である.

さらに,先 にも少 しふれたことであるが,年 長世代 と年少世代とい うのは,年 齢によっ

て分けるべきものではな く,あ くまで相対的な関係であ り,現 在志向性と未来志向性とい

うのも,そ の相対性から生じていると考え られる.ま た,年 長世代に属する者も年少世代

に属す る者 も,共 同生活を行 う中で意志の疎通を行 うのであ り,そ のような 「人間と人間

との共同社会(Gemeinschaft)は 真理 と普遍性(WahrheitundAllgemeinheit)の 第一原理

・基準なのである31).」
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世代の区別のない共同社会が人間生活における真理 と普遍性を生み出すのであ り,そ の

ような社会においては,各 世代を代表するような形で自己形成が行われ,そ の結果として

の世代間の教育が順調にあらわれて くる.そ の場合,現 代社会にみられるような教育問題

は生じえないと考えられる.

つまり,人 間がごく自然な(人 間性に したがった)自 己形成を行 う社会においては,世

代関係は必然的に教育的関係を成すのであり,ま た,年 少世代の自己形成は年少世代の社

会化の過程に合致 し,し かも,そ のための教育環境は年長世代がそれまでにつ くりあげて

きた価値観に基づいて,両 世代が違和感な く共同生活を行っている共同社会であるがゆ}

に,文 化の伝達も充分に行われるのである.そ して,年 長世代の年少世代に対する教育的

はたらきかけが年長世代の自己形成に導かれ る自己活動のあらわれであるのと同様に,教

育的影響が年少世代においてあらわれるのも,年 少世代の自己形成活動を通じてであると

するな ら,教 育と自己形成の関係は,前 者が後者の原因であるとともに後者が前者の原因

でもあることになる.

すなわち,被 教育者の自己形成を起こさせる原因になる教育者の教育は,教 育者の教育

的はた らきかけであ り,そ の教育者に教育的はた らきかけを起 こさせるものは,教 育者の

自己形成であるといえる.さ らに,教 育者の自己形成 も,彼 をとりまく生活環境の影響を

受けるのであるから,間 接的には,多 少なりとも,年 少世代からの影響も受けているので

ある.(そ れゆi{..に,先に明らかに したように,教 育には,現 状維持とい う性格とともに,

現状改革とい う性格があ らわれてくるのであるが,)年 長世代も絶対的な教育者ではあり

えないのである.

5.む す び

以上,世 代間の教育 と自己形成の関係について,考 究を続けてきたが,結 論 としていえ

ることは,次 の三点である.

第一に,年 少世代と年長世代の関係そのものが相対的なものであるが,前 者は現在志向

性とい う基本的性格をもち,後 者は未来志向性とい う基本的性格をもつとい う点において,

世代の関係は成 り立つのである.

第二に,世 代間の教育は,こ のような未来志向性をもつ年長世代が,現 在志向性をもつ

年少世代へ影響を与えることであるが,そ れは両世代のそれぞれの自己形成を通 じて行わ

れるのである.

第三に,以 上の点から,教 育と自己形成は互いに原因になり結果にな りうるものであ り,

また,そ うなることによって,教 育は正しく文化を伝達 し発展させることができるのであ

る.

これら三点を現実の教育問題の状況にあてはめてみると,現 実の教育問題の根本的原因

に対する示唆が生じると考えられる.

つまり,現 代の教育の荒廃は,年 少世代 と年長世代のそれぞれの基本的特徴である現在

志向性と未来志向性の関係の崩壊か ら生 じているもので,そ の年長世代に現在志向性を起

こさせているのが,未 来に対する不安 とマス ・コミの堕落(興 味本位の刹那的 な享 楽主

義)な どである.そ れゆえに,年 少世代は年長世代を尊敬できず,自 らの自己形成の目標

が見出せないのであ り,い つまでたっても,年 少世代の現在志向性が未来志向性へ と変化

す る契機があらわれてこないのである.

そのような契機を与える教育的方策については,本 論文で論 じる余裕がないので,次 の
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ように,述 べることで,本 論文を終Z..ることにしたい.

人間が人間的であり続けるためには,常 に現実に矛盾を見つけ出せるだけの正 しい批判

の 目を養 うとともに,そ の矛盾を解決していこうとする積極的な未来志向性をもたねばな

らず,そ れを養 うのが教育的はた らきかけを行 うべき年長世代の使命であり,そ の教育的

影響を受け入れることができるのが年少世代の受容性の活発なあらわれとしての柔軟性で

あるといえる.そ して,世 代間の教育はそのような基本的条件が整 うことに よって,つ ね

に,社 会の機能として無意識の うちに行われ るものなのである.し たがって,逆 に,そ の

ような基本的条件が整わない場合には,年 長世代が予想 もできない年少世代が形成されて

きて,世 代間の断絶があらわれて くるのである.

しかしながら,現 在の教育問題は世代の不成立(す なわち,年 長世代,年 少世代のそれ

ぞれのもつ特性の喪失)か ら生 じているのであり,教 育的関係そのものが成 り立っていな

いところからきているのである.そ れゆえに,現 在では教育問題は学校の問題なのではな

く,社 会問題であるとい う意識を明確にするとともに,ま ず,年 長世代に属する者が自ら

の基本的性格 としての未来志向性を自覚 し,そ の自覚のもとに自己形成を遂げてい くこと

が必要であ り,こ れによって,世 代間の教育が成立する第一条件が整 うと考えられ る.

つまり,年 長世代は年少世代を0方 的に教育するのではなく,年 長世代が自らの社会生

活における役割を充分に認識 し,自 己活動することに よって,年 少世代が年長世代を何ら

かの目標にできることが必要であ り,そ れは,家 庭内での親子関係において,最 も典型的

にあらわれると考えられる.「 子供が 自分の両親を尊敬できる」ことと,そ の両親が 「社

会的責任を充分に果 している」 という状況が先に示 した世代間の教育成立の条件を整える

と考えられる.

すなわち,世 代間の教育は,各 世代に属す るものの自己形成のあらわれであるとともに,

各世代の自己形成を促すところにその意義がある.そ して,そ れが成 り立つ条件が親子関

係を基礎に した各世代の自己意識 と社会における役割分担であると考えられる.し たがっ

て,今 日の教育問題はこのような 「世代間の教育 と自己形成の関係」を充分考慮 した うえ

で,と り扱われねぽならないのである.
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Zusammenfassung

DerVerfasserdenkt,data,Selbstbildung`einSchlusselwortzurErziehungzwischen

deralterenGenerationandderjiingerenist.DieSelbstbildungbestehtinderFertig-

keitenderSpontaneitatundderRezeptivitat.Diesebeziehensichaufeinander.Nur

aufdieseBeziehung,kanndieErziehungberuhen,wieSchleiermacherschoneinmaltief

eingeseenat.

DieErziehungistdieWirkungderalterenGenerationaufderj蔵ngereneinerseits,aber

anderseitskannauchdiealtereGenerationeineselbstbildendeWirkungvonderjiin-

gerenGenerationempfangen.DieErziehungistindiesemSinneinebeiderseitige

Ersceinung.

DiealtereGenerationmu13dievorhandeneGesellschafterhalten.DiejiingereGe-

nerationmuBsichihranpassen.UndzwardiesezweiGenerationenlebeninihrgemein-

sam.DurchdiesesgemeinsameLebenkanndiejiingereGenerationsickselbstbilden.

AuchdiealtereGenerationsollalseinerwUnschtesMusterdes"Erwachsene-seins"

einZweckvonderjiingerenGenerationsein.DaserzieherischeVerhaltniszwischen

zweiGenerationenkommtzustande,nurwennbeideGenerationeninderGesellschaft

ihreeigeneRollespielen.

AberdiegegenwartigeErziehungproblematikinJapanistvonderAbwesentheitdes
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obengenanntenVerhaltnisderbeidenGenerationenverursacht.UnsereAufgabe

bestehtdarin,daBwir,einealtereGenerationeinemehrIntentionalitat舳rdieZukunft

habensoli,andanderseitswirdie,jungereGenerationeinemehrIntentionalitatfurdie

Gegenwarthabenlassen.

WennwirdieseAufgabebesserdurchfiihrenkonnen,dannkonnenwirerwarten,dal3

zwischenbeideGenerationenerfolgreichereErziehungsmoglichkeitenentstehen.Nur

durchdieseErziehungsmoglichkeitenkannmandieechteSelbstbildungverwirklichen.


